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テクノロジーと共存していく世の中がいいのか… ～ ５年生 国語 ～ 

 左は５年生の学習する様子です。平田先生は IWB

（電子黒板）を用いて説明し、子どもたちはタブレ

ットを開いて学習する…。このような教室の風景は、

もう当たり前になってきました。子どもたちは、紹

介された資料の中から、必要な部分を選択・収集し

ワークシートにまとめていました。学習には時間の

制約があります。そのため教師は効率的に授業を展

開していく必要があります。平田先生に尋ねたとこ

ろ、『膨大な情報で子どもが迷うことがないように資料を指定（制約）する』『自分の考え

を伝えやすくするためにワークシートを準備する』といった手立てを工夫されたそうです。 

その熱意と創意、誠意は、子どもたちの真剣な学びにつながっていました。教育もテクノロ

ジーと共存しながら発展していかなければならない…。そう思った私でした。 

立体作品 ～ ５年生 図画工作 ～ 

 ２月は立体作品の製作に取り組んでいます。５年生は徳永先

生とともに着色をしていました。「作品のイメージをもち骨組みを

作る」→「骨組みに紙粘土で肉付けをする」→「絵の具で着色す

る」→「ニスで仕上げる」という過程で進めますので、あと一息で

完成です。教室等に展示した後、ご家庭に持ち帰ることになりま

す。頑張った思い出として、大切にしてほしいと願っています。 

親子川柳 ～ ６年生 ～ 

６年生は『親子川柳』に

挑戦したようですね。ご家

族の皆様には、お忙しい中

ご協力いただきありがと

うございました。 

 尾鷲先生からお願いさ

れ、左作品を選ばせていた

だきました。 

 どの作品からも、ご家庭

のあたたかな雰囲気、ちょ

っと背伸びしようとする子どものプライド、まだまだかわいい子どもと思いたい家族の想い

などが感じられ、とても楽しく読ませていただきました。「私も娘と…」と一瞬考えました

が、まだできていません。理由はご想像下さい。(^_^;) 


